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南相馬市授業改善プランⅣ  

新・南相馬の授業スタイル 
南相馬市学校教育指導委員会  

 

南相馬市の小・中学校では、授業改善プランをもとに９つの課題の改善に向けて授業改善に取り組ん

でいます。この冊子では、９つの課題の中でも特に重点的に改善を図りたい項目を焦点化し、全ての教

員が共通理解を図り共同歩調で取り組めるよう、学習指導のポイントについてまとめました。 

また、県教委の授業スタンダードや学力先進地である秋田県由利本荘市の取り組みをもとに、実際の

授業場面でどのような指導が効果的なのかを具体的に示しました。 

各学校において、この冊子をもとに思考・発信型の共通した授業スタイルを実践し、基礎・基本の定

着と活用力（思考力・判断力・表現力）の向上を図っていきましょう。 

 
 

【目標】 

基礎・基本の定着と活用力の向上 
～全国トップクラスの学力を目指して～ 

 

                           

【授業改善による学力向上！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南相馬市９つの課題】（全国学力・学習状況調査の分析から設定） 

（１）話合い・学び合いを通じ、児童生徒相互に啓発するような授業の設定 

（２）目的に応じて資料を読み取り、話したり、書いたりする学習活動の指導 

（３）活発な発言を促すため、発表する場の意図的な設定 

（４）根拠を明確にして書く学習活動の重点的指導 

（５）ノート指導の工夫 

（６）板書が果たす役割の重視と工夫 

（７）適用とまとめの時間の確保 

（８）計画的な家庭学習の習慣化 

（９）読書活動の推進 

全学年・全教科・全教員… 

みんなで関わって、授業改善を進めましょう。

今こそ、ALL 南相馬の教師力で！ 

全国トップクラスの質の高い授業の実施 
「市９つの課題アンケート」で検証 

【授業改善の合言葉！】 

話合い・学び合いを通して、子どもたちに

「考える力・協働して解決する力」を身につけさ

せましょう！ 

南相馬市の目指す授業像 

授業の中に 考える・話す・書く 活動を多く取り入れることで、子どもたちが主役の授業を行

います。こうした授業を通して子どもたちの思考力・判断力・表現力 を育てます。また、教えることは

きっちりと教える授業、電子黒板等のＩＣＴ機器を使った分かりやすい授業を行います。 

 

南相馬市授業改善プランⅠ～Ⅳは、南相馬市ホームページからご覧いただけます 



 

南相馬の「授業」スタイル＝話合い・学び合いを活かした授業展開 

９つの課題（１）話合い・学び合いを通じ、児童生徒相互に啓発するような授業の設定 
「授業スタンダード」から 

＜ペアやグループ・学級全体での話合い＞ 

〇友達との交流を通して、考えを共有・吟味させましょう。 

 〇思考過程を可視化しましょう。 

 〇子どもたちの考えを基に話合いをコーディネートし、ねらいに迫りましょう。 

 〇つまずきを取り上げる場合には、その子の思いに共感しながら適切に支援しましょう。 

 

 

１ 話合い・学び合いを活かした授業を行う！（展開例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 話合い・学び合いの土台となる学級を作る！ 

 話合い・学び合いを効果的に行うためには、親和的なまとまりのある学級づくりを行う

ことが大切です。Ｑ－Ｕ検査では、「ルール（規律）」と「リレーション（関わり合い）」
の視点から学級づくりを診断しています。この２つのバランスがとれた学級集団作りをしていきまし

ょう。 
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導入 

展開 

終末 

○学ぶ必要感の高い学習課題の設定 

・児童生徒が「？」や「○○したい」と感じる課題設定 

日常生活の例示、実物の提示、ＩＣＴの活用等→考えのズレ
．．

を引き出す 

 ・予想、見通しを持たせる 

 

○考えを広げたり・深めたりする話合い・学び合い活動の設定 

 

   

                           

 

↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話合い・学び合いの良さを実感させるまとめ、振り返りの設定 

・まとめ ⇒全体での共有化、わかった！できた！の実感 

・振り返り⇒「めあて・まとめ」をもとに 

感想記入または適用問題で定着へ→ 

 

 

 

家庭学習との連携 

展開例 
 

自力解決 

↓ 

ペア学習、グループ学習 

↓ 

全体での発表 

 

既習事項・学習事項の活用 

 

思考ツールの有効活用 
・小ホワイトボード 

・ネームプレート 

・ＩＣＴ       など 

 

書く活動の設定 
・書くことで考えさせる 

・友達の考えをノートに書き込む 

横軸：ルール 
（規律） 

縦軸：リレーション 
（関わり合い） 

話合い・学び合い

の効果が高い学級

は、ここ
．．

に属する子

が多い！ 

Ｑ－Ｕ検査 

をもとにした参考図 
学習規律の定着 

認め合い、助け合い 

最終ページ参照！ 

話合い・学び合いの充

実のためには、日頃から

生徒指導の機能を生
かした授業を行うこと

が大切です！ 
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南相馬の「導入」スタイル 

９つの課題（２）目的に応じて資料を読み取り、話したり、書いたりする学習活動の指導 

「授業スタンダード」から 
＜授業の導入～子どもの「問い」や「思い・願い」を引き出し、課題意識を持たせます～＞ 

【教材との出合い】「問い」や「思い・願い」を引き出すために 

 〇具体物を提示しましょう。 

  ・写真や図表、動画、楽譜、絵、デジタル教科書  

  ・資料の段階的な提示 ・複数の資料の比較・対比 

こんな授業していませんか？ 

 

 

 

 

こんな授業にしてみましょう！ 

１ コンパクトでインパクトのある資料提示で、子どもの学ぶ意欲を高める！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話したい！書きたい！解きたい！気持ちを高めて、話合い・学び合いへ 
 

２ 学習課題（めあて）設定の工夫で、子どもに見通しを持たせる！ 
教育先進地（秋田県由利本荘市）との教員交流研修 原町一小で行われた西目小学校の先生の６学年算数「比」の授業より 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

例
え
ば 

 

 

 

 

①日常性のある資料の提示 

②学びの必要感を高める資料の提示 

③直観的でわかりやすい資料の提示 

4

5
L のジュースをみんなで等

しく分けるにはどうしたら

いいのかな？ 

①「どのように(どのような)？」 

②「なぜ？どうして？？」 

③「どうしたらよいか？」     

前に習ったアレ
が使えるかな？ 

２人ならすぐ 
わかります！ 

３人だと難しい
な。 

確かにこういう
時あるなあ。 

何したらいいか 
よくわかんない… 

今、なんていったの
かな？ 

５分の４リットルの飲料水を〇
人で等しく分けます。1 人分の
飲料水は何リットルになります
か？ 

工夫その１ 
・児童生徒の声を活か
した課題 

 
 

工夫その２ 
・本時の学びをふまえ
た課題 

 
 

工夫その４ 
・「まとめ」とつながりの
ある課題 

 

工夫その３ 
・問いかけや呼びかけ
のある課題 

言葉による提示
だけだと、学習の
イメージが湧いて
いないようです… 

ポイント①具体的な資料の提示 
実物・記事・図表・イラスト等の資料を提示し、学
習のイメージを持たせましょう。 
（実演、掲示物を活用した振り返り、ICT 活用等） 

？ 
 

ポイント②発問の工夫 
「ズレ（驚き・疑問・矛盾）」を引き出す問いかけを
工夫しましょう。 

 

板書・ノート指導については、授業改善プランⅡ「南相馬の授
業スタイル」を併せてご覧ください。 
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南相馬の「展開」スタイル① 

９つの課題（３）活発な発言を促すため、発表する場の意図的な設定 

「授業スタンダード」から 
＜追究・解決～ペアやグループ・学級全体での話合い～＞ 

     思いや考えを広げ深めることができるようにするために 

 〇友達との交流を通して、考えを共有・吟味させましょう。 

 ・考えを共有したり比較・検討したりする場の設定 ・目的に応じたグループ編成 

 ・理由や根拠を基に判断する場の設定       ・活動にふさわしい人数設定 等 

こんな授業していませんか？ 

 
 
 
 
 
 
 

 

こんな授業にしてみましょう！ 

１ 話合い・学び合いを工夫する！～子どもたちが主役の授業を作る～ 
 

学ぶ意欲が刺激されると、自然に人の意見を聞き

たくなります。日頃から積極的にペアで照らし合わ

せ、互いに学び合う習慣を身につけさせましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

２ 「考える力」「協働して解決する力」を育てる単元計画を！ 

 

子どもたちに「考える力」「協働して解決する力」を育てるためにも、単元計画の中に話合い・

学び合いの場を積極的に設定していきましょう。一方で、「しっかりと教える」「身につけさせる」

場面も必要です。それぞれを単元の中に設定し、バランスのとれた単元計画を作りましょう。 

 

話合い・学び合いの基本は、

「対話」 

【Ａ先生の悩み】 
 私のクラスは普段はにぎ
やかなのに、グループ活動に
なると、ちっとも話合いが盛
り上がりません。話合いが苦
手なのでしょうか？ 

いや、別に…。 何か、ある？ 

教師の工夫②発問 
複数の考え方ができる、いわゆ
る「開いた発問」を投げかける。 

教師の工夫③子どもに預ける 
丁寧すぎる説明を省き、児童生
徒の考える余地を増やす。 

教師の工夫①課題設定 
みんなで意見を出し合い、試
行錯誤（協働）できる課題を
与える。 
 
 
 
 

児童・生徒の姿② 
比較・検討・選択・統合等、話
合いの仕方に慣れている。 

児童・生徒の姿③ 
つぶやきや問いかけ（なんで？
本当？）等がつながり、双方向
のやりとりができる。 

【テンポよく進める】 

自力解決・ペア・学び合い・ 

全体発表とテンポよく進めて 

「まとめ・振り返り」につな

げましょう。 
 

【話合いの前に】 

導入や自力解決の場面を

通して、本時の適度な
．．．

見通し

や自分なり
．．．．

の考えを持たせ

ておくことが大切です。 
 

グループ活動に
なっても、「話した
い気持ち」が高ま
っていないようで
す…。 

児童・生徒の姿① 
何を、どう話し合うか、みん
ながわかっている。 



コーディネート３ つのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬の「展開」スタイル② 

教師のコーディネート力を高めて、「暗記・再生型」から「思考・発信型」の授業へ 

「授業スタンダード」から 
 

 

 

 

 
 
こんな授業していませんか？  

 

 

 

                                 先生がていねいに子どもたちに

説明し、一生懸命に教えているよ

うですが、子どもたちは完全に受

け身になっています… 

こんな授業にしてみましょう！ 

１ 発問を絞り、子どもたちの話合い・学び合いに預ける！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生の話す言葉を精

選し、子どもたちが話す

割合を高めることが大

切です。                                    

 

 

２ 全体の前で発表させましょう！（全体発表も「学び合い」です） 

 

 

 

 

 

□発表者に対して受容的な姿勢で聞かせる 
□価値ある発言や行動を賞賛し共有化する 
□つまずきや誤答を活用する 

教師の準備・機転でピンチをチャンスに！ 

 ⇒賞賛の積み重ねが自信につながります＝表現力の向上！  

これは、こうで、ああで、 
そうなって、わかった？ 

ぼくの考えは

ちょっとちが

って… 

私は、このように考え

たの。理由は… 

その考えに○○を

付け加えると… 

なるほど、では○
○について、みん
なはどう考える？ 

そうか、だから○○

なんだね！！ 

教師は、子どもの学び合いを

コーディネートする 

ハーイ、わかりまし
た。（実はよくわか
っていない…） 

先生、次は何す
るの？（完全に
先生まかせ） 

ぼくは賛成だ

な。 

子どもの考えの見取り 

コーチング（考えを引き出す問いかけ） 

自信を持たせる言葉かけ 

先生は、話合い中
も忙しいのよ！ 

〇子どもたちの考えを基に話合いをコーディネートし、ねらいに迫りましょう 

・話合いの論点、議論の明確化 

・子どもの考えを引き出し、つなげる支援 

・問い返しやゆさぶりなどのはたらきかけ 

・話合いに全員を参加させる姿勢 

子どもの発表を活かして 
本時のまとめにつなげまし
ょう！  

 

見取りをもとに意図的指名し、、   

子どもの多様な考えを引き出します。 
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi-mPb5zvDQAhUDxbwKHYfpCKgQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_46.html&bvm=bv.141320020,d.dGc&psig=AFQjCNFmChhGPivwKibtrXgdktgByC39ag&ust=1481699496856817


 

南相馬の「まとめ・振り返り」スタイル 

９つの課題（７）適用とまとめの時間の確保 

「授業スタンダード」から 
＜終末「まとめ・振り返り→新たな学び」＞ 

  〇「何を学習したか」をまとめましょう…自分のことばでまとめる時間の確保など 

      〇「どのように学習してきたか」を振り返りましょう…板書やノートを基にした確認など  

      〇新たな学びに目を向けさせましょう。…次時につながる気づきや疑問など 

 

こんな授業していませんか？  

                    

 

 

                                  

 

 

  

こんな授業にしてみましょう！ 

１ 子どもたちと、本時の「めあて」に対する「まとめ」を作り上げる！ 
例 教育先進地（秋田県由利本荘市）との教員交流事業報告会・研究授業 鹿島中１年数学「比例と
反比例」の授業より 

 

めあて 底が階段状の水そうに一定の割合で水を入れたとき、 

時間と水面の高さの関係のグラフはどのような形になるか？ 

               

まとめ 〇３本の直線でできている。 

    〇上に行くほど容積が大きくなるので、水の増え方は遅くな 
り、直線はゆるやかになる。 

 

 

 

２ まとめ（わかった！・できた！）を「振り返り」の活動につなぐ！ 

・本時の学習を通して感じたことや考えたことを、自分の言葉でまとめる「書く振り返り」 

・本時の学習を通して身に着けたスキルを活かして、適用問題に取り組む「解く振り返り」 

 いずれかを教科の特性や単元構成上の本時の位置づけ等によって設定しましょう。 

 

 

 

 

※必要に応じて【書く・解く振り返り】に
自己評価（本時の学習を振り返り、評価
表の質問に記号等を記入する等）を組み
合わせましょう。 

 

「まとめ」「振り返り」から逆算して授業づくりをしましょう 
学習内容の精選、テンポのよい授業運びで時間を確保！ 

めあてと整合性の
あるまとめ 

子どもの声を生か
したまとめ 

言語化したまとめ 
理由・根拠のあるま
とめ 

【書く振り返り】 

感想…本時の学習を振り返り、考えた

り感じたりしたことを自由に

記述する。 

作文…本時の学習を振り返り、考えた

り感じたりしたことをテーマ

や条件に合わせて作文する。 

【解く振り返り】 

適用…本時を振り返り、補充・発展的

な練習問題に取り組む。 

ああー、もう時間がない…。
続きは、次の時間ね。 

結局、先生は何がし
たかったのかな？ 

まあ、終わったからい
いじゃないの。 

本時の「振り返
り」を家庭学習
や次時の授業
につなげるこ
とが、学習の定
着につながり
ます。 

このまま授業が終わってしま
うと、家庭学習にも、次の授業
にもつながりません… 



南相馬の「キー・ポイント」 

全国学力・学習状況調査の分析から見えた学力向上３つの鍵 

 

１ 子どもたちの「自尊感情」を育てる！ 

子どもたちがお互いの考えの良さを認め合い、自信を持って自分の考えを話したり書いたりさせる

といった「自尊感情」を高める指導は、学力向上の観点からも非常に大切です。次のページに示した

「学習過程における生徒指導の三機能」を意識した授業作りを行うとともに、話合い・学び合

いを通して子どもたちの良さを引き出し、褒める・認める・励ます指導を、もっと！もっと！！
行うことが大切です。 

 

２ 子どもたちの「書く力」を育てる！ 

話合い・学び合いの授業も、「書く力」の向上なしには学力に結びつきません。授業を通して、書く

意欲・書く力を子どもたちに身につけさせましょう。 

 

【授業等で身につけさせたい書く力】 
〇自分の考えや思いを素直に書く力（書き方でなく、内容を褒める指導） 

〇具体的に書く力 

・抽象的なこと、概念的なことを自分の言葉にして書く（生活経験等と結び付ける指導） 

・自分の考えを、理由や根拠を明確にして書く（調べ学習、話合い等で根拠を裏付ける指導） 

〇条件に合わせて書く力 

「キーワードを使って文にまとめる」「文末等を指定して文にまとめる」 

「決められた字数で文章にまとめる」「テーマを決めて自分の考えを文章にまとめる」 

「箇条書きにして整理する」などの指導 

 

３ 小中連携して、「話合い・学び合いを楽しむ子どもたち」を育てる！ 

先進地視察研修や教員交流研修を通じて見えた秋田県の指導の素晴らしさは、小中学校が連携して

系統的に「話合い・学び合いを楽しむ子どもたち」を育てていることです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇小学校で培った話合い・学び合いの楽しさを、中学校へと引き継ぎ伸ばしましょう。 

〇小学校低学年・中学校１年生での学習ルールや関わり合いの指導を徹底しましょう。 

〇すべての教科等に話合い・学び合いを広げ、子どもたちの考える力・協働して解決 

する力を育てましょう。 

〇各中学校ブロックで、話合い・学び合いの仕方について共通理解を図りましょう。 
 

 

【授業中に楽しいと感じるとき】とは？ 秋田県由利本荘市の中学校「生徒アンケート」から抜粋 

 

・友達と意見を交換し、互いの意見を認め合うとき。 

・全員で何かを楽しく発表するとき。 

・班ごとに意見を出し合うときや協力してやるとき。 

・友だちに教えているとき。 

・自分の考えを評価してくれるとき。 

・先生や友達に教えてもらってわかったとき。 

・話合いをするときに、話合って考えがまとまるとき。 

南相馬の子どもたちにも、もっと学び合いの楽しさを！ 

「子どもたちの
ニーズに応えて、
話合いの授業を
しています。」 
秋田の先生談 

 

「中学生の話合い
こそ、面白い！」 
秋田の先生談 



学習過程における生徒指導の三機能 

授業の中で、子どもたちの自尊感情を育てる 

南相馬市教育委員会 
◆□・は教師の支援（◆は授業展開のポイントとなる支援）●は児童生徒の姿 

 

共感的人間関係 自己存在感 自己決定 

導 

入 

□はじめのあいさつ 
□表情・態度の観察 
□学習用具の準備とその対応 
□学習の約束事の徹底指導 
 
●教室の整理整頓 
●机上には準備物 
●気持ちの切り替え 
●落ち着いた態度 

□知的好奇心を高める提示 
・ズレや違和感を持たせる資料 
・日常性のある資料 
・直感的な資料提示 
 
●経験を振り返る 
●気づきや発見 
●学ぶ意欲が高まる 
●やってみたい！ 

◆学習意欲を高める学習課題
（めあて）の設定 

・学ぶ必要感のある課題 
・本時の学びをふまえた課題 
・児童生徒の声を活かした課題 
・問いかけのある課題 
 
●自分なりの学習のめあてや学
習の見通しを持つ 

展 

開 

 □すべての児童生徒に対して活
動・発表の場を保障 

   

◆自力解決の時間の確保 
●自分なりの考えを持つ 
●分からないことがわかる 

◆話合い・学び合い（ペア、班
活動）の設定 

・試行錯誤のできる課題設定 
 
□【学びの合い言葉】の定着  
①人まかせにしない  
②自分の考えを持とう 
③良さを認め合おう 

 
 
 
 
 
●話合い・学び合い等、双方向
の話合いができる 

□活動中の机間指導 
・個々の考えの良さを見取る 
・コーチング（問いかけ）によ
り、子どもの考えを引き出す 

 
 
 
□自信を持たせる言葉かけ 

 
・ほめる 
・認める 
・励ます 

 
●自分の考えを言葉にして伝え
る 

□習熟度別学習コース等の設定  
 
□グループやペアでの役割分担 
 
□調べ学習や話合い等、自分の
考えを深める場の設定 

 
 
 
 
 
 
●自分なりの考えを客観的に見
直し、理由や根拠について考
えを深める 

□発表者に対して受容的な姿勢
で聞かせる 

 
□価値ある発言や行動を賞賛し
共有化する 

 
 
●友だちの意見を受けて自分の
考えを見直す。取り入れる 

□つまずきや誤答の活用 
（教師の準備・機転 例「〇〇
さんのおかげで、どこに注意す
ればいいかわかったよ。ありが
とう！」） 
 
 
●失敗を恐れないで発表する 
●発表経験を積み自信をつける 

◆全体の前で説明・発表する場
の設定 

・見取りによる意図的な指名 
 
 
 
 
●自分の考えを全体の前で話す 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

 
 
 
 

◆本時の学習課題（めあて）に
沿った、学習のまとめ 

●「わかった・できた」を実感
する 

 
 
 
 

 
 
 
 
□頑張りや工夫の見られた子ど
もを賞賛する。 

 
●友だちの考えの良かったとこ
ろや頑張りを振り返る 

□おわりのあいさつ 

◆解く振り返り（適用問題等） 
・補充、発展的な問題を与える 
●学びの手応えを感じる 
 
□学習の満足感を高めさせ、家
庭学習や次時の学習につなげ
る 

●家庭学習や次時に向けての見
通しを持つ 

◆書く振り返り（本時の学習を
振り返り、自分の言葉で書か
せる） 

・空欄や無解答にさせない工夫 
・書かれた内容を評価する 
  
●本時の学習を振り返り、自分
なりに考えたこと・学んだこ
とを書く 
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